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発言内容 
 
それではこれから第 4 回分科会を行います。 
（出欠確認，前回の議事録確認） 
3 月には全体会で重点課題について発表することになっています。今回は

皆さんが考える重点課題について，より具体的に議論したいと思います。

 
（資料説明） 
 
機会の 1 つとして，国際化の進展という表現よりは，多文化共生の機会の

増加という表現が適当かと思います。つまり，地域で生きていこうとする

外国人が増えることです。 
 
今日の議論の参考になるかもしれないと思い，小学校，中学校の先生にア

ンケートした結果をまとめましたので，ここで共有したいと思います。 
 
私が携わる家庭教育オピニオンリーダーで子育て中の保護者にアンケート

をしましたので，ここで共有したいと思います。 
 
そもそもどのような子どもに育てるのかというビジョンが市には欠けてい

るのではないでしょうか。 
 
行政は縦割りでサービスを提供していて，取り組みに一貫性が感じられま

せん。 
 
やさしい子に育ってほしいという気持ちを持つ親は多いようですが，やさ
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しい子にどのようにして育てるのか，ということが重要です。 
保護者へのアンケートから分かったのは，親と子の交流の場，雨が降って

も子どもを遊ばせることのできる場へのニーズが高いことです。 
 
子育ての拠点に出ていきにくい人に対して，どうするかという点も考えな

ければなりません。 
狭い地区単位での拠点であると，参加しやすいかもしれません。 
 
居場所があるということは重要ですが，居場所と地域がつながる工夫が必

要だと思います。 
 
子育てや教育の環境に地域差があると思います。行政の取り組みは地域差

に対して，少し消極的ではないでしょうか。 
 
行政のビジョンが全くないわけではありません。具体化が必要であると思

います。 
 
たとえば，教育で人間力をつけることが必要というビジョンはあっても，

どのようにすれば人間力をつけさせることができるのか，という点が十分

議論されていません。 
 
委員実施のアンケートによると，学校の統廃合の問題や青少年の育成につ

いては，回答率は低く，学校の先生に十分な課題認識が足らないと解釈す

ることもできるのではないでしょうか。 
 
拠点の整備のほかに，その拠点で活躍するボランティアの充実が必要だと

思います。 
ただし，ボランティアを育成する団体へ行政が補助金を出すのは止めたほ

うがよいと思います。 
 
市の教育行政について，全体像が理解できる，組織図のようなものを見せ

てほしいと思います。 
 
行政からの補助金は縦割りに各団体に重複して交付するのはなく，地区ご

との自治組織をつくって，そこに一旦プールさせたほうが効率的なのでは

ないか。 
たとえば，保育，教育，多文化共生などの補助金を地区ごとに一本化する。

 
自治会等の地区の組織へは，市外から引っ越してきた者にとっては入りに
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くい。 
 
そのような側面はありますが，ともかく一度参加してみることをお勧めし

ます。 
 
これまでの市の取り組みでは，青年の視点が欠けていたと思います。成長

年の育成とはいいながらも，少年が中心であったと思います。 
たとえば，地域活動に青年の参加が少ないことはもっと課題認識してよい

と思います。 
 
市の弱みや足らないことが議論の中心になっていますが，市のよいところ，

今後も継続して発展させていくべく施策についても，もっと議論したほう

がよいと思います。 
たとえば，国際的にみると，日本の不登校率は非常に低いのですが，これ

は強みともいえます。 
 
日本では勉強ができなくても，学校に行きやすい教育をしていると思いま

す。 
ただ，下校指導など先生がなんでもやり過ぎて，業務負担が重くなり過ぎ

ていないかという心配があります。 
 
本日重点課題の候補はいくつか出たと思いますが，次回の分科会では全体

会に向けて，重点課題の絞込みをしたいと思います。 
強みで今後も継続すべき課題などについては，アイデアがまだ少ないこと

もありますから，次回議論を続けたいと思います。 
 
最後に次回の日程を決めたいと思います。2 月中下旬でみなさんの予定は

いかがでしょうか。 
 
2 月 23（木）18 時 30 分からにしましょう。 
それでは以上で第 4 回の市民会議教育文化振興分科会を終了します。あり

がとうございました。 
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